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（要旨） 

〇本日公表された 6月都区部 CPIを用いて、日銀が全国 CPIをもとに公表している刈込平均値・加

重中央値・最頻値を試算した。刈込平均値・加重中央値・最頻値の上昇率は今回いずれも低下、

価格転嫁圧力の弱まりを示唆。全国版の値も低下を見込むが、それは日銀の緩和継続を後押しす

るだろう。 

〇基調的インフレ率はそろって低下 

 以前のレポート1で試算した東京都区部版の基調的インフレ率３指標について、本日公表の６月都区

部ＣＰＩを用いて計算した。刈込平均値（全国ウェイト換算）は 5月：＋3.0％→6月：＋2.8％、加重

中央値（全国ウェイト換算）は 5月：＋1.1％→6月：＋0.7％、最頻値は 5月：＋3.8％→6月：＋

3.4％となった（いずれも前年比）。３指標の伸び率はいずれも低下しており、価格転嫁圧力の弱まり

を示唆している。 

 日銀の植田総裁は 28日の ECBフォーラムの討論会において、緩和継続の理由として「基調的な物価

上昇率が 2％より低い」点を改めて強調した。「基調的な物価」が何を指すのかは必ずしも明示されて

いるわけではないが、これらの品目別価格上昇率の分布に着目した指標もそれを判断する大きな材料

だと考えられる。来月公表される全国版の基調的インフレ率３指標も低下を見込むが、それは日銀の

緩和継続を後押しするだろう。 

資料１．試算した都区部版・基調インフレ率と日銀の全国 CPI 基調インフレ率（前年比・％） 

 
（注）日銀公表値に倣う形で、以下で各値を求めている。刈込平均値：価格品目別上昇率分布の上下 10％（ウェイトベ

ース）を除去して前年比を算出、加重中央値：価格品目別上昇率分布における 50％近傍の値の前年比（ウェイトベー

ス）、最頻値：各品目別の価格上昇率分布から最尤法でパラメトリックに分布を推定（正規逆ガウス分布）。得られた

分布の最頻値。日銀は一部品目・影響の除去を行っているが本試算では行っていない等、一部手法に異なる点がある点

に留意。直近値は東京都区部の中旬速報値、過去値は確定値より作成。 

（出所）総務省、日本銀行より第一生命経済研究所が作成。 

 
1 Economic Trends「東京都区部版・日銀基調的インフレ率の試算」（2023 年 5 月 1 日） 

https://www.dlri.co.jp/report/macro/247121.html
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資料２．試算した都区部版・基調インフレ率と日銀の全国 CPI 基調インフレ率（前年比・％） 

 
（注）資料１に同じ。 

（出所）総務省、日本銀行より第一生命経済研究所が作成。 
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